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【誤訳訂正書】
【提出日】令和3年7月21日(2021.7.21)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　効果顔料であって、
光学コーティングでコーティングされた小板を含み、
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前記光学コーティングは、
第１の高屈折率層と、
前記第１の高屈折率層上に形成された第２の高屈折率層と、
拡散性の第３の材料と、を含み、
前記第１の高屈折率層は、前記第２の高屈折率層と隣接し、かつ少なくとも部分的に接触
し、
前記第１及び第２の高屈折率層は、＞１．６５の屈折率を有する材料から形成され、
前記拡散性の第３の材料は、ＳｉＯ２または金属酸化物を含み、
前記拡散性の第３の材料は、部分的に拡散され、前記第１の高屈折率層と前記第２の高屈
折率層との間に前記拡散性の第３の材料の離隔した非連続性のポケットを含むか、または
前記第１の高屈折率層及び前記第２の高屈折率層の一方または両方中への１００％拡散さ
れ、
前記拡散性の第３の材料は、前記第１及び第２の高屈折率層とは異なり、
前記拡散性の第３の材料は、前記光学コーティングの総重量に基づいて、前記光学コーテ
ィング中に０．５重量％～１１重量％の範囲の量で存在する、効果顔料。
【請求項２】
　前記第１及び第２の高屈折率層は、ＳｎＯ２、ＴｉＯ２、Ｃｒ２Ｏ３、ＺｎＯ、ＺｒＯ

２、Ｆｅ２Ｏ３、Ｆｅ３Ｏ４、酸化銅、酸化コバルト、酸化マンガン、アルミナ、及びこ
れらの混合物からなる群から選択される、請求項１に記載の効果顔料。
【請求項３】
　前記拡散性の第３の材料は、Ａｌ２Ｏ３、ＳｎＯ２、ＳｉＯ２、酸化コバルト、酸化マ
グネシウム、酸化マンガン、酸化銅、Ｆｅ２Ｏ３、Ｆｅ３Ｏ４、Ｂ２Ｏ３、ＴｉＯ２、Ｃ
ｒ２Ｏ３、ＺｎＯ、ＺｒＯ２、及びこれらの混合物からなる群から選択される、請求項１
または２のいずれかに記載の効果顔料。
【請求項４】
　前記拡散性の第３の材料は、Ａｌ２Ｏ３、ＳｎＯ２、ＳｉＯ２、及びこれらの混合物か
らなる群から選択される、請求項３に記載の効果顔料。
【請求項５】
　前記第１及び第２の高屈折率層は、ＴｉＯ２、Ｆｅ２Ｏ３、及びこれらの混合物からな
る群から選択される、請求項２～４のいずれか一項に記載の効果顔料。
【請求項６】
　前記拡散性の第３の材料の前記拡散は、焼成された前記効果顔料の断面の高分解能透過
型電子顕微鏡写真（ＴＥＭ倍率２０００００）及び／またはエネルギー分散型Ｘ線分光法
（ＥＤＸＳ）によって決定される、請求項１～５のいずれか一項に記載の効果顔料。
【請求項７】
　前記拡散性の第３の材料は、部分的に拡散され、前記第１の高屈折率層と前記第２の高
屈折率層との間に前記拡散性の第３の材料の離隔した非連続的なポケットを含む、請求項
１～６のいずれか一項に記載の効果顔料。
【請求項８】
　前記拡散性の第３の材料は、前記第１の高屈折率層及び前記第２の高屈折率層の一方ま
たは両方中への１００％拡散されている、請求項１～６のいずれか一項に記載の効果顔料
。
【請求項９】
　前記第１及び第２の高屈折率層がＴｉＯ２であり、かつ前記拡散性の第３の材料がＳｉ
Ｏ２である、請求項１に記載の効果顔料。
【請求項１０】
　前記第１及び／または第２の高屈折率層が、Ｆｅ２Ｏ３を含み、前記拡散性の第３の材
料が、Ａｌ２Ｏ３／Ｆｅ２Ｏ３、Ａｌ２Ｏ３／ＴｉＯ２（ルチルまたはアナターゼ）、Ｓ
ｎＯ２／Ｆｅ２Ｏ３、ＳｉＯ２／Ｆｅ２Ｏ３、ＳｎＯ２／ＴｉＯ２（ルチルまたはアナタ
ーゼ）、またはＳｉＯ２／ＴｉＯ２（ルチルまたはアナターゼ）を含む、
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前記第１及び／または第２の高屈折率層が、ＴｉＯ２（ルチルまたはアナターゼ）を含み
、前記拡散性の第３の材料が、Ａｌ２Ｏ３／Ｆｅ２Ｏ３、Ａｌ２Ｏ３／ＴｉＯ２（ルチル
またはアナターゼ）、ＳｎＯ２／Ｆｅ２Ｏ３、ＳｉＯ２／Ｆｅ２Ｏ３、またはＳｎＯ２／
ＴｉＯ２（ルチルまたはアナターゼ）を含む、または、
前記第１及び／または第２の高屈折率層が、ルチルＴｉＯ２を含み、前記拡散性の第３の
材料が、ＳｉＯ２／ルチルＴｉＯ２を含む、請求項１に記載の効果顔料。
【請求項１１】
　前記小板は、酸化アルミニウム、板状ガラス、パーライト、アルミニウム、天然マイカ
、合成マイカ、オキシ塩化ビスマス、板状酸化鉄、板状グラファイト、板状シリカ、ブロ
ンズ、ステンレス鋼、天然パール、窒化ホウ素、銅フレーク、銅合金フレーク、亜鉛フレ
ーク、亜鉛合金フレーク、酸化亜鉛、エナメル、陶土、磁器、酸化チタン、板状二酸化チ
タン、亜酸化チタン、ゼオライト、タルク、カオリン、合成セラミックフレーク、及びこ
れらの組み合わせからなる群から選択される、請求項１～１０のいずれか一項に記載の効
果顔料。
【請求項１２】
　前記小板は、天然及び合成マイカ、タルク、カオリン、酸化鉄、オキシ塩化ビスマス、
ガラスフレーク、ＳｉＯ２、Ａｌ２Ｏ３、合成セラミックフレーク、パーライト、アルミ
ニウム、及びグラファイトからなる群から選択される、請求項１１に記載の効果顔料。
【請求項１３】
　前記光学コーティングの焼成後の総物理的厚さは、１０ｎｍ～７００ｎｍの範囲である
、請求項１～１２のいずれか一項に記載の効果顔料。
【請求項１４】
　前記小板直径は、１μｍ（ミクロン）～１ｍｍ（ミリメートル）の範囲である、請求項
１～１３のいずれか一項に記載の効果顔料。
【請求項１５】
　請求項１～１４のいずれか一項に記載の効果顔料を含有する、塗料、インクジェットイ
ンク、コーティング、自動車用コーティング、印刷用インク、プラスチック、化粧品、セ
ラミックスまたはガラス用釉薬。
【請求項１６】
　請求項１～１４のいずれか一項に記載の効果顔料を作製する方法であって、
小板を光学コーティングでコーティングすることであって、
前記第１の高屈折率材料層を前記小板上に堆積させるステップと、
前記第２の高屈折率層を堆積させるステップと、
前記拡散性の第３の材料を、前記第１の高屈折率層の堆積の後、かつ前記第２の高屈折率
層の堆積の前に堆積させるステップ、
または
前記拡散性の第３の材料を、前記堆積もしくは前記第１の高屈折率層もしくは第２の高屈
折率層の間に共堆積させるステップと、を含む、方法。
【請求項１７】
　前記光学的にコーティングされた効果顔料は、焼成され、前記拡散性の第３の材料の前
記拡散は、前記焼成された効果顔料の断面の高分解能透過型電子顕微鏡写真（ＴＥＭ倍率
２０００００）及び／またはエネルギー分散型Ｘ線分光法（ＥＤＸＳ）によって決定され
る、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記堆積は、化学気相堆積、沈殿、または共沈殿を介して発生する、請求項１７に記載
の方法。
【請求項１９】
　効果顔料の所与の色相における彩度を増加させる方法である、請求項１６～１８のいず
れか一項に記載の方法。
【誤訳訂正２】
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【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図１Ｂ
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【図１Ｂ】
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